
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学校学習指導要領では，(4) 化学変化と原子・分子 イ化学変化(ｲ) 原子・分子について，(ｲ) 酸

化と還元のねらいを「酸化や還元の実験を行い，酸化や還元が酸素の関係する反応であることを見いだ

すこと。」としている。 

本単元では，化学変化についての観察，実験を通して，化合，分解などにおける物質の変化やその量

的な関係について理解させるとともに，これらの事物・現象を原子や分子のモデルと関連付けてみる見

方や考え方を養う。銅を酸化したり，酸化銅を還元したりして生成する物質を調べる実験を行い，酸化

と還元は酸素をやりとりする逆向きの反応であることに気付かせる。その際，酸化や還元の反応を原子

や分子のモデルを用いて考察させ，反応する物質と生成した物質では構成する原子の組合せが変わるこ

とに気付かせることが大切である。 

また，日常生活や社会と関連した例として，酸化では鉄がさびることや燃焼など，還元では鉄鉱石か

ら鉄を取り出して利用していることやアルミニウムの精製などを扱う。 

 

 

 

 小学校では，第６学年で「燃焼の仕組み」について学習しており，植物体が燃えるときには，空気中

の酸素が使われて二酸化炭素ができることを学習している。 

また，中学校では，第１学年で「(2) 身の回りの物質」において，酸素や二酸化炭素の性質を学習し

ている。２学年では，(4) 化学変化と原子・分子 イ化学変化(ｱ) 化合において，２種類の物質を化合

させる実験を行い，反応前とは異なる物質が生成することを見いだすとともに，化学変化は原子や分子

のモデルで説明できること，化合物の組成は化学式で表されること及び化学変化は化学反応式で表され

ることを学習している。 

 

 

  

 1 年の学習では，酸素の中では線香の火は激しく燃え，二酸化炭素の中では消えることを学習してい

る。そこで，二酸化炭素の中でマグネシウムは燃焼させることができるか，予想させてから，実験を行

わせ，二酸化炭素の中でもマグネシウムリボンが激しく光を出して燃えることを確認させたい。その上

で，二酸化炭素が充満した集気瓶の中で，なぜマグネシウムが燃えるのかをモデルを使って説明させる

ことで，自分の意見を表現させたい。 

また，酸化や還元が酸素の関係する反応であることを見いださせ，「化学変化とその利用」第 3 学年

での「化学変化と電池」「酸・アルカリとイオン」の学習につなげていきたい。 

 

 

 

○熱分解，電気分解の実験を通し，原子・分子の存在に気付かせる。 

○化合の実験を行い，化学変化をモデルや化学反応式で表す。 

○酸化・還元の実験を行い，さびは，酸素が関係する化学変化であること，自然界に存在する酸化物を

還元することで，鉄やアルミニウムなどの金属を得て利用していることを知る。 

○化学変化の前後で質量は一定であること，化合する物質の質量比は一定であることを実験を通して確
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知識，振り返る力，他者理解 

「酸化と還元 マグネシウムの燃焼」 

単元の指導 



 
 

認し，化学反応式・原子の数を使って説明する。 

○発熱や，吸熱を伴う化学反応の実験を行い，化学変化には熱の出入りがあることを学び，暖房や医薬

品など普段の生活に化学変化が活用されていることを学ぶ。 

 

 

ア 理科への 

関心・意欲・態度 
イ 科学的な思考・表現 ウ 観察・実験の技能 エ 知識・理解 

○２種類の物質を化合

させる実験を進んで行

い，反応前後の物質の

性質を調べる。また，

化学変化に関係する物

質の質量を測定する実

験を進んで行い，規則

性を見いだそうとして

いる。 

○化合して生成した物質

を調べる方法を考えるな

どして実験を行い，この

ときの変化を原子・分子

のモデルや化学反応式で

表すことができる。 

○化学変化に関係する物

質の質量を測定する実験

の結果を分析的に考察

し，化学変化における物

質の質量の関係を見いだ

すことができる。 

 

○安全に注意して化合

の実験を行ったり，化学

変化の質量を注意深く

測定したり，何回かの実

験データから結果を考

察したりする方法を習

得している。 

○自らの考えを導き出

した観察・実験報告書を

作成したり発表したり

することができる。 

 

 

○化合物の組成は化学式

で，化学反応は化学反応

式で表せることを理解

し，知識を身に付けてい

る。 

○反応の前後で物質の質

量の総和が等しいことや

一定の質量の物質に反応

する他方の物質の質量に

は限度があり，その限度

の質量は一方の質量に比

例することを理解し，知

識を身に付けている。 

 

 

 

 〈高い志〉 

○ 

〈知識〉 

○二酸化炭素の酸素をマグネシウムが奪うことができ

る。 

〈振り返る力〉 

 ○既習事項を使って予測を立てることができる。 

〈先を見通す力〉 

 ○ 

〈粘り強さ〉 

 

〈チャレンジ精神〉 

  

〈他者理解〉 

○他の考えと比較検討して，関連付けて表現しようとし

ている。 

 

 

（全５時間） 

次 学習内容（時数） 

評     価 

関 思 技 知 評 価 規 準 評価方法 

指導と評価の計画 

単元の評価規準 

育成しようとする資質・能力の本単元とのかかわり 

本校生徒に身につけさせたい 7つの力 



 
 

１ 

・スチールウール
を燃やして，燃焼
について調べる。
（２時間） 

 

  
 
 
 
◎ 

○ 
 
 

 

 

 
 

〇スチールウールを燃やしたときの質量変化や，

燃えた時に酸素が使われていたか調べることがで

き，燃えてできた物質について調べることができ

る。 

◎金属と酸素の化合をモデルを使って表すことが

できる。 

 

 
 

 

行動観察 

２ 

 
・酸化物から酸素
をとる（３時間） 
 
【本時３/３】 

 
 

  
 
 
 
 
 
◎ 

○  

 

○ 

 

〇酸化銅と炭素を混ぜ合わせて加熱し，銅を取り

出す実験を手順通り，行うことができる。 

〇酸化と還元が，化学演歌の中で同時におこるこ

とを化学反応式，原子・分子のモデルを使って表

すことができる。 

◎炭素以外の物質でも還元が起こることを化学反

応式，原子・分子のモデルを使って表すことがで

きる。 

 

行動観察 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 
（１）本時の目標 

○二酸化炭素が充満した集気びんの中でマグネシウムが燃焼する現象を実験結果と既習事項を関連付

けて考えることができる。 
（２）学習の流れ 

 学習活動 指導上の留意事項（◇） 
「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 
（評価方法） 

資質・能力の
評価 

（評価方法） 

導
入
（
５
分
） 

１ 本時のめあてと，既

習事項を確認する。 

 

○本時のめあてを確認

する。 

 

 

○鉄やマグネシウムの

酸化（燃焼）について

思い出す。 

 

 

○酸化銅に炭素をくわ

えて加熱するとどうな

ったかを思い出す。 

 

 

○気体の性質を思い出

す。 

 

 

 

 

 

 

 

◇金属が酸化すると酸化物ができること，熱や光を伴う

激しい酸化を燃焼ということ，酸化マグネシウムは白

いことを確認する。 

 

 

◇銅が還元されて，二酸化炭素ができることを確認す

る。 

◇酸化と還元が同時におこっていることを確認する。 

 

 

◇音を立てて燃えれば・・水素 

火が激しくなれば…酸素 

火が消えれば，二酸化炭素か窒素 

◆ノートを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習（５／５時間） 

本時のめあて： 化学変化を反応式や，モデルで説明することができる。 



 
 

展
開
①
（
１
２
分
） 

２実験結果を予想す

る。 

○二酸化炭素の中で

マグネシウムは燃

えるだろうか。 

 

 

３ 実験を行う。 

○水上置換で二酸化

炭素を集め，集気び

んの中でマグネシ

ウムを燃やす。 

 

 

 

◇理由とともに考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

展
開
②
（
２
３
分
） 

４ 化学変化を反応式

や，モデルで説明す

る。 

 

 

○個人で考える。 

○グループで考える。 

 

 

 

 

 

 

○全体で交流する。 

(はっきり表現する) 

 

（しっかり聞く) 

 

 

 

 

 

◇集気びんの中の物質に注目させる。 

白い物質・・・酸化マグネシウム 

黒い物質…炭素 

 

◇化学反応式か，モデルを使って考えさせる。 

◆反応前後の原子を確認する。 

◇二酸化炭素は酸素と炭素の化合物であることを思い

出させる。 

 

◇自分たちの意見と比べながら聞かせる。 

  

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理

解】【他者

理解】 

実験結果を

既習事項と

関連付けて

考 え て い

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机間指導 

 

ワークシー

ト 

予想される返答 

 燃えない・・・二酸化炭素は火

を消すから。 

 燃える・・・・・マグネシウム

は高い熱と光を出すから。 

マグネシウムが二酸化炭素の中でどうして燃焼できたのか説明しよう。 

酸化・還元が

起こったこ

との根拠に

なる。 



 
 

５ 本時の内容をまとめ

る。 

○マグネシウムが二酸

化炭素の中でどうし

て燃焼できたのかを

文章でまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇マグネシウムは二酸化炭素から酸素を奪うことで燃

焼することができた。 

 

マグネシウムは酸化されて酸化マグネシウムができ，

二酸化炭素は還元されて炭素になった。 

 

 

 

 

 

【思考・表

現】 

根拠ととも

に説明でき

ている。 

 

ワークシー

ト 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

６ 本時の振り返り

をする。 

 

○わかったこと，疑問

に思ったことを文

章でまとめる。 

○実験道具を片付け

る。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

【振り返りのポイント】 

・今日の授業で一番大切なことは何か。 

・新たな疑問はないか。 

【Ｂ評価】 

・「酸化・還元」を使って，実験結果を説明することができている。 

マグネシウムは二酸化炭素から酸素を奪うことで燃焼することができた。マグネシウム

は酸化されて酸化マグネシウムができ，二酸化炭素は還元されて炭素になった。 

 

【Ｃ評価】 

・「酸化・還元」を正しく使うことができていない。 

【Ｃへの手立て】 

・導入の確認事項を思い出させる。 

 本時のめあて： 化学変化を反応式や，モデルで説明することができる。 
  

予想 

燃える   

燃えない 

 

 

 

  

マグネシウムが二酸化炭素の中でど

うして燃焼できたのか説明しよう 

集気びんでマ

グネシウムリ

ボンを燃焼さ

せている図 

水上置換 

の図 

まとめ：マグネシウムは二酸化炭素から酸素を奪うことで燃焼す

ることができた。マグネシウムは酸化されて酸化マグネシウムが

でき，二酸化炭素は還元されて炭素になった。 

1 班 2 班 3 班 

４班 5 班 6 班 

7 班 8 班 9 班 


